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駒澤大学学士課程教育の方針（3つのポリシー） 

教育の理念 

駒澤大学は、仏教の教義並びに曹洞宗立宗の精神に則り、学校教育を行うことを目的として設置されて

いる大学である。この教育とは、時代に流されることなく、その動きを正確に洞察し、自分の進むべき道

を自分の力で適切に判断できる素養と、将来その道を歩むのに不可欠な知識・技能・資格を身につけるこ

とである。こうした建学の理念を実現するため、幅広い教養と専門分野の体系的な知識、それらを応用す

る技能、主体的かつ協調的なコミュニケーション能力、多様性を理解し他者と協働する力、情報分析力と

問題解決力を身につける「丁寧な教育」「厚みのある教育」を行う。それにより、十分な基礎力・実践力

を身につけ、多様な経験を踏まえ主体的に行動できる力を備え、しなやかで折れない心を持ち、持続可能

な社会の発展に寄与する人材の育成を行うことを本学の教育の理念とする。 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 駒澤大学は、教育の理念に基づいて定められた下記の 5つの能力を身につけ、所定の期間在学し、各学

部学科が定める所定の単位を修めた学生に対して卒業を認定し、学位を授与する。 

 

(DP1) 建学の理念を実践する力〔理解、関心、意欲、態度、主体性〕 

仏教の教えと禅の精神に基づき、自分をより高める自己形成と学問研究を密接に関連して行うことが

できる駒澤大学の学生としてのアイデンティティを備えている。 

 

(DP2) 幅広い教養、多様性の理解と尊重〔知識、理解、関心、意欲、態度、主体性、多様性、協働性〕 

人文、社会、自然、ライフデザイン、様々な異言語・異文化に関する多角的な知識と深い教養と専門分

野の知識を体系的に身につけ、国内外の多様な文化・価値観の違いを理解し、他者を尊重することができ

る。 

 

(DP3) 情報分析力と問題解決力〔技能、思考力、判断力、表現力〕 

多様な情報を収集・分析して適正に判断・思考する力を身につけ、状況に応じて ICT（情報通信技術）

をモラルに則り効果的に活用し、問題発見や問題解決に繋がるアイデアを出すことができる。 

 

(DP4) コミュニケーション能力〔技能、思考力、表現力、主体性、多様性、協働性〕 

レポートや論文等の文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身につけ、自らの考えを論理

的かつ明確に伝えて、他者と主体的に協働することができる。また、英語を中心とした外国語の 4 技能

（聞くこと、話すこと、読むこと、書くこと）について社会人に求められる十分なレベルを修得している。 

 

(DP5) 専門分野の知識・技能の活用力〔知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、協働性〕 

体系的に修得した専門分野の知識・技能・技術を、実際に直面する状況・課題に対して臨機応変に活用

し、新たな価値を創造するとともに、地域社会、国際社会、産業界の発展へ主体的に貢献することができ

る。 
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卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と学習評価の観点のマトリクス表 

◎：特に重点を置いている 

○：重点を置いている 
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DP1 建学の理念を実践する力   ○         ◎ ◎ ◎ ○     

DP2 多様性理解と尊重 ○ ◎         ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 

DP3 情報分析力と問題解決力     ○ ◎ ◎ ○       ○     

DP4 コミュニケーション能力     ○ ○   ◎       ○ ○ ◎ 

DP5 専門分野の知識・技能の活用力 ◎   ◎ ○ ○ ○       ◎ ○ ○ 

 ※学習評価の観点は「学力の三要素」と「学習指導要領」に基づく。 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 駒澤大学は、「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」に掲げた 5つの能力を身につける

ために、全ての学士課程の基盤となる教育の質向上を目指す「駒澤人育成基礎プログラム」を構築し、各

学部・学科の専門教育科目とシームレスに接続させ、有機的に結びつけた 4年間の教育課程を編成する。

教育課程の体系性をわかりやすく明示するために、科目間の関連性や学修順序を示すナンバリングや履

修系統図（カリキュラム・マップ）を作成する。また、アセスメント・ポリシー（評価の方針）を策定し、

これに基づき学生の学修成果の可視化を行い、そこで得られた評価結果を検証し、全学的に教育課程や教

育方法の改善を図る。 

 教育内容、教育方法については下記に定める内容に従う。 

 

1．教育内容 

1）仏教の教えと禅の精神について理解を深め、宗教に対する正しい認識を身につけることを目的とし

た「仏教と人間」を必修科目として開講する。 

2）高校までの学びから大学の学びへの転換を図り、自立的で自主的な学習態度を身につけることを目

的とした科目「新入生セミナー」を初年次に開講する。 

3）実用スキル教育として「キャリア教育」と「実用英語教育」に関する科目を開講する。「キャリア

教育」では、社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行に必要な力を身につけるための教育

を行う。「実用英語教育」では、課題がある「話すこと」「書くこと」に重点を置いた英語教育を行

う。このほか、日本語の「読むこと」「書くこと」について社会人としての基礎的レベルを身につけ

る「日本語リテラシー教育」、ICT スキルおよび ICT リテラシーを身につける「ICT 教育」に関する

科目を開講する。 

4）人文、社会、自然、ライフデザイン、外国語、健康・スポーツの分野において、多角的な知識と深

い教養を体系的に身につけられるように科目を配置する。 

5）専門教育科目では、各学部・学科（専攻）で学ぶ上での基礎・基本となる導入教育科目を初年次に
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配置し、そこから専門分野の知識を体系的に理解する講義科目、自らの知的好奇心を追求し、これま

でに修得した知識を実践する演習科目、修得した知識を実践する実験・実習科目を配置し、卒業年次

に学びの集大成として卒業論文（ゼミ論）、卒業研究の作成または資格試験の受験を行う。 

 

2．教育方法 

1）「仏教と人間」は、共通のシラバスに基づいて講義が行われ、その中に「坐禅」の実習を含めること

で、禅の精神に触れる機会を設ける。 

2）演習・実習科目、及び新入生セミナーにおいては、アクティブ・ラーニングを取り入れた教育を行

う。大人数になりやすい講義科目においても、可能な限りアクティブ・ラーニングを取り入れた授業

を行う。 

3）演習科目（ゼミ）では、事前に募集説明会や担当教員による選抜を実施し、原則として少人数制の

下、担当教員による手厚い指導を行う。 

 4）e ラーニングシステム等の Web システムを活用することで、学生が授業時間以外に主体的に学修す

る時間を増やし、担当教員と学生の密接なコミュニケーションを促し、学んだ知識の理解を深め、単

位の実質化を図る。 

 5）基礎的な必修科目や複数開講されている同一名称の科目（演習を除く）では、ルーブリックを用い

て成績評価の観点と成績評価基準を明確にし、教員と学生との間で評価内容・評価方法の認識を共有

し、科目の成績評価基準の標準化を行うことで、成績評価の公平性、客観性、厳格性を高める。 

6）学生調査・アンケートや学修成果を測定するアセスメント・テストの結果に基づく客観的な評価指

標によって全学的な検証を行い、検証結果を教育内容や教育方法の改善へ積極的に活用し、学生への

フィードバックを行う。 
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3．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程の編成・実施のマトリクス表 

科目群等
履修
単位

配当
学年

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 各科目群のねらい

仏教と人間 4 1 ◎

仏教の教えと禅の精神について理解を深め、
宗教に対する正しい認識を身につける。

新入生セミナー 2 1 ○ ○ ◎

高校までの学びから大学での学びへの転換を
図り、自立的で自主的な学習態度を身につけ
る。

キャリア教育 2 1～2 ◎
社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な
移行に必要な力を身につける。

実用英語教育 1 1～2 ◎
課題がある「話すこと」「書くこと」に重点を置い
た英語教育を行う。

日本語リテラシー教育 2 1～4 ◎

日本語の「読むこと」「書くこと」について社会
人としての基礎的なレベルを身につける。

ICT教育 2 1～4 ◎
ICTスキルおよびICTリテラシーを身につける。

人文・社会・自然・ライ
フデザイン分野

2～4 1～4 ◎
多角的な知識と深い教養を体系的に身につけ
る。

外国語科目 1～2 1～2 ◎ ○

外国語について社会人に求められる十分なレ
ベルを身につけ、異言語・異文化に対する多
角的な理解と教養を深める。

健康・スポーツ分野 1～2 1～4 ◎ ○
スポーツの実技能力や健康に関する理論を身
につける。

導入教育科目 2～4 1 ◎
専門分野で4年間学ぶために必要な基礎的な
方法を身につける。

講義科目 2～4 1～4 ◎
専門分野の知識を体系的に身につける。

実験科目 1～4 1～4 ○ ○ ◎
実験装置や器具の使い方を身につけ、実際に
それらを使用した研究を行う。

実習科目 1～4 1～4 ○ ○ ◎
専門分野の講義で身につけた知識を基に、実
地調査や体験学習等を行う。

演習科目 2～4 1～4 ○ ○ ○ ◎
少人数クラスで指導教員との密なコミュニケー
ションを取り、議論や発表を行う。

卒業論文・卒業研究 4～8 4 ○ ○ ○ ◎
4年間の学びの集大成として、自ら設定した研
究テーマに関する論文を作成する。

全
学
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◎：特に重点を置いている。　○：重点を置いている。
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駒澤大学入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
駒澤大学は、仏教の教義並びに曹洞宗立宗の精神に則り、教育の理念及び卒業認定・学位授与の方針

（ディプロマ・ポリシー）を定めています。教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定

める教育課程を学修する資質・能力を備えた入学者を適正かつ公正に選抜するため、多面的・総合的な視

点による多様な入学者選抜を行います。 
 
１．駒澤大学の求める学生像 
（AP1）大学での学修に必要な基礎学力を身に付けている。特に、入学を希望する学部・学科で必要とな

る教科・科目の知識・技能をよく身に付けている。〔知識、理解、技能〕 
（AP2）本学が仏教の教えと禅の精神を建学の理念とする大学であることを理解している。入学後は建学

の理念に沿い、学業を始めとした多様な活動に失敗を恐れることなく積極的にチャレンジし、粘

り強く自己研鑽し続ける意欲がある。 
地域社会、国際社会及び産業界の動向に関心を持ち、卒業後は学部・学科で学んだ知識や技能を

生かして社会に貢献する意欲がある。〔意欲、関心、態度〕 
（AP3）知識・技能を活用して自ら考えることができる。基礎的な情報収集や分析の技術を身に付けてお

り、分析・研究の成果をレポートやプレゼンテーション等により、分かりやすく他者に伝えるこ

とができる。〔思考力、判断力、表現力〕 
（AP4）目標達成・問題解決のために他者と協働して行う活動において、自分の意見を主張することがで

きる。多様な意見や異なる価値観を生かして最良の結論を見出すため、チームを主導することが

できる。または、積極的にチームに貢献することができる。〔主体性、多様性、協働性〕 
 
２．入学前に修得することが望ましい教科、取り組むべき活動や学習習慣 
 ・高等学校で学修する教科・科目を幅広く修得 
 ・高等学校卒業程度の英語４技能の運用能力 
 ・国内外のニュースに関心を持ち、日ごろから新聞や書籍により情報収集を行う 
 ・興味を持ったテーマについての課題発見・分析及びその成果発表を経験する 
 ・部活動、留学、ボランティア等の活動を通じ、多様な他者と協働して目標を達成、もしくは課題解決

に取り組む 
 


